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研究ノ トii

遺書による鐸隣金壷取人霊童5者
めぐる議事聖関需

一jμ，j[(j夜合収引の

生オ斤本1
 
1
 

序I 

保険契約者以外の者全保険金受取人〉宇令官 者のため1--，る'[命保|注突約

にお l-.\"C 、保険くl、そIN人ノJ、どりよろな地位に立っかについ'~::.-t1ft主から議誌が

ある U 呉s;!I:II:! に;立、保険契約苫が1ì1保険者 c ある必亡告~l;~ミ契約では、保険契約

省 被_;rj'J議長の死亡により保険金交取人が保険ム i;:~)Rj普少もつことが保正"9' 2~ 

が〔保険ア卜依の発生伝ι保険金受取人を金更();~;こ k はできな'.，<，保険4:\ 主 I

JfU 、このことと拒続法の規律との N;-f;j~、が 1'1'也:なる。 l つには、![の保険が

特別':f訴 iR州')-;長~ JfUになるか 必i討15;'i:*殺 1氏lO:-U~長)の対象に与:る Jう

どうかが附起になる。また lつには、 /1'，i合イ貯金/J'i保附嬰初当のi者枠主1なわち

十~続倍権フだの止めの責任財おこなるかょうかも問題にもる

この間認についてのツJ"':可視しらとして、ザ説 I.-{-O.J:こヰ:~1fさ μ℃いるのが、お

おのためにする梨'f.J~-~おける対↑而関係に 81J!〆、考去るへく誌とあるという Lこと

である。保険規約者以外の者を保険金i受町lえ人とする![命保|抗男約は治 者のl_'

必に fる一史的であり、これ;j)岳から「れは、保険む許J1守〆保険余受取人需の士I

{れ関係こ Lての法律羽叶、が何う、こい λことから、 1 戸 ~(，I) 間以につい工-，，-えるこ

とlーなるれたとえば、似険契約-"が仰、険合てよ.HY人とiえ崎令;;w;，jt格予約与すゐ契

約を約結L、その実行のんめ，，:1;打 者の t.>-/)に，.;"保険規約を締結しえ l場合に

;二、保険合清求1告の日lf与刀、特別そ設となるかこい弓 JI1-C'考え勾ニと』こなる l 一ニ
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7宣言による保険金交取人後更をめぐる法待関係

れは第三者のためにする牛命保険をめぐるU、律関係が保険者と保険契約者聞の

旬、険契約と保険契約省と旬、険合受取人l~lO)法律関係の双五から成り止つ佐合取

引ごあるとし寸理解に本づき、このような禄合取引に柑続口、の規律を当てはめ

ることで、~~出を処理するという主え hである

これに対して、周知のように、判例は対価関係に則L亡解釈するという分析

悦角を採附していない 最判、ド成H-11・5民集5E巻8号2069Bは、白己を被

保険者とする生命保険契約の契約者が化亡保険金の受取人を変更する1J為は民

法10314長に定める遺骨lljまたはHill与に当たるものではないとして、結論として遺

留分減殺の対象にならないとする。また、景品t平成i日 111・29民集::iR巻7号1979

Hは、特段の事情がある場行に例外を認めるが、自己を被保険者とする I[命保

険契約の保険契約計が)lIfiJ相続人の一部の計を保険金受取人と指定して締結L

た保険契約に基づく保険企請求権は原則として特別交益に当たらないとするレ

これらの判決が烈111とするところは次のようなものである。死亡保険金詰>k権

は、 tl4定された保険金受取人が自己の固有の権利として取得するのごあって、

保険契約首足は被保険省から平継取得するものではなく、これらの者の相続財

産を構成するものむはない(段半IJ昭和40-2・2民集19巻 I号l頁参照)また、

死亡保険令請求梓は、被旬、険ii-の死亡時に初めて発生するものであり、保険契

約者の払い込んだ保険料と等怖の関係にすつものではなく、被保険者の稼働能

)Jに代わる給付でもないのであって、死亡保険令請求権が実蛍的に保険契約占

又は被保険者の財件に属していたものとみることもできないサ

これらの判決は、直按的には、保険会"古求権は保険合受取人が固有権と Lて

取得するものであり保険契約者の相続財凶ではないこと、だ質的にも保険契約

.1'i.の財産であったとはいえないことから結論を導いているわ後述のように、そ

もぞも保険契約者と保険金受取人聞に何らかの叫伴関係があるということ肉体

を認め「、保険企請求権の困右権性から結必をう草くものか、対側関係における

法律関係は沼、めたうえで、その法律関係は民法11131条平民法則13条 1項にいう

贈与等ではないとするものかは定かではない。いずれにしても、対{耐|掲係が贈

ワ契約であれば民法90:)条 1墳が迫刷されるというような国昧で、対価関係に

則して苦えるという判断枠組みをとっていないとはいえるレ

ところで、保険法では遺言によって保険金受取人を変史することができるこ

とが明定されている(保険44条i頃) 保険法制定前は泊三による受取人ノ史更

ができるかどうかが議論の対象となっており、特別受益や相続債権者との関係

北it61(1. 377) 377 11641 
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Jいう仁つな問題において、 J与三に c;::.-)亡保険竺受取人の?主更がなされi:-Ji持合

J、どのように者えら1 るかはそ hほとえさな同起とはさhていなか巧fよう

に L、われる，しかし、停泊~'J、む、ゐ 1--1 による受取人雪之史がずさることが1刀 JJ:

えれ丈ここや，;2(-;-、 この場:-':に字予測主五~~半の州出子とう解1 るかに内意存 jl う

二!::(l)，Z 要性ち住才lヰさ jしているりい+:~叶で l士、主命保険金 ζ 特別受話ヘコ 1与留分

とのl1il係、相続侠拝者とω関係につい":.(7)従来灯式誌を簡単じまとめたうえで、

巡誌に"-ぺて仏1存主主受取人全訟で1.-1地今に、.'-"九ジ〉問題がどのようじ;'1;:1'? 

れるかを拘だjる。 をu叶緊仁、 iーよ的対(布三司係に口1:してJ3えるという υ士長から

打しば、法百によってそ取人をを更し J立場合円対組関係はやjかが問題(~ ~よる

また、半'IW~ O)竹町ょにつ v ては、漬7ニ?に J って保 1:合~~立以人をしたという乙と

かM らかのァ三でL心喰ユタゐのヵどうかがr"，1~皇 l' なゐ

E 従来の議論状況

総説

生合保険fEと符別受益および遣自分波紋どの院もら、持続院候占との実lb0につ

ρ ぐの部ラ誌のぷ論は、王S:=:~:~IJ;)なえJ'-!Ji視角としては、った主¥いえば 保険金訂求

権約四五倍いから与えるアブL!-~!ζ 仮説契約当と保険金交取人の_，.1 価院官、 7)

り考えるヴブロ チに分けられるべ j古l白権ゲ1'0:J、保険金おぶ惟l土保険金受取

人が日 L__~何回 ~-j の権利と v て取得 tるもので為って、::R険契約おから承継以f与

する 4のではないという性質のことごめる j

同市補佐か九位:桜にね荷 J子導く J3 三んに主れ;工、保険会，山主格'1土イ忠険んそ~~

人のI山|右権であ}て、保険うさφJずの比1"!;.~ごとはホ院係である以|、 .:'ti ~.涜債権 1T の

づ|当財産に lまならないし、特~'I-l:主主ペ)ìj言明汀ともま本的には|同や、はなし\ーと(こ

なる円

この;¥を論じるものと 1プ、ヰ打数i、l造百lごよる保険金号取人のき主史 中

村・ -'I'，i:保険提約訟の返l命こ実務 f保|民件1]祈羽ゲ、 1997'{-:-'-J293去、山トム

t， l'生命保険金話A¥地のいは-，，，-:'1'_1':'1'巳 J充代の生命・傷害保険仏 1、弘正常、
:999イ1'.)38点。

ゴ →下k:l"'似険;1、と什例以珪への影響」自由と I1弐削fulせム工9-'T-)3:ffL 
， I、 前掲注 1 )日:!f'i?i凶

LiJ:Gl :j・376)376



j宣言h 上 ~o，慨険金三:収入役史苓め<" ~:) 'It，:fヂ|元l係

これh一対してtlirtt司係に日IJLて続論先 J年く考え万は、他人の犬山lン4一心保険

契約は第 与のためにする契利であり、第 Hの六めにする契約に fJいては、

要約者たる保険契約者三受託昔たる保険金受取人間(こ対価同係とし(1fT[らかの

?と作REGもがあると 1 ゐ¥ヂして、川前問係、 ζ じての法律珂係かん、方ヨ杭f員権

ずfの引当前川でlなるか巳特別受者会ヘコ込留分の対象》な{)かを考えるけた rυ えば、

~\'J 'cJ1C1係がijep主計泊三文棋のW';;与契約て7めるとすれば、 Ij_ Hi:' ~二供相続人 tニ保険

契約内 1 が贈!-jした好件:ょ忠良IJとじて相続-reh金タI'O，;玄/千大i7;Jャに iょっとらない L二と
「なる。この伝え/;は 'fl~l;i免令'"ιν径の囚右権と安 P-ì泌するも U; ではなく、 rklF台

余話 Jzt1在 ;r;'凶有権「あるこルから同〔 ι には保険合詰川主7ア保険う~*0-7守刀t!]がと

は|地係がないという i吉 Lfhl;z な l コないのじあり、 'í~ぬ45示 J:{:- と同年7全 '1:1j/_人的

関係 i幻J、「主関係としてこ:fi訂されるベミであると v て、その法i~関係 l 相続三、の

f~l司そを当てはめることによって綜川討を呼 f モ乃である

用論:':，;;(...::. ~手、人きく l士、ょのよ λ な 2 つの l"f口ぃチがあるが、仲論と Jて

どのよろな結剥が写かれ Ct ~るであろッか まず、叫i宅情権者とのわ」五了、:ニ

れいては、百有格けから与えれ，1'卜日じのように相続佐枠主の頁江町立主にはなら

ないこ L じなる

" f炉、

対1内院係 1)ミら考える上場合、結論:二分かれる、対1けh司係全五t~jij 

処分と考えれば、保険八高求1曹はもはや長江どF;' ，i~úにはならないことになる こ

れに対し u 対ふ1関係を化P:I処吋と苓えれば、貴子日J"さとなりうる J もっとも、

死凶処分ζAえ二場fょに責任財産となるかについとほ議論があ入後述するけll)

I-，!i-:有特)JU"乏守、 i当留分に該二1-9るか 1 うかについごも結論は分かれている

1春日カバ)4' える五(，(土、内l述内ょうじ、 i;jlJ&~ :i::高求1事iz桔1室町在とは主;1係がなし ι

のご、特別号訴等;こはごたらなlミとするぺこすL~二対)， (対t冊関係カら考える

説;土肯定する もっとも、主Jfcffi問{f，から去式るといってモ、 1工、較的な学説U:

I ~，jト街関係 '0 おいて法律関係がなけ'7' rえ第 主の，~:ミキ;立法的に止さにでえな

い寸J'""関係がなげればィ、同fl伴になる)( '1'な口先i平 -r; --j--Lri， i古一編・新版1下?沢

民法(1:5 げ市長」収有玄関、~-~(日年) fi97頁 i~ Efv義]1'::.和平明子"

。 ト 村'J舟 it(1) í~; J'UX I、藤Wk紋「保険令交以人的法的対Idす IU-

u、協1()0在行可 (1992年i1叫4_Ff)J下 υ
Gュ主主計; 相続出立の給開家技法大系 ¥1 11ィ斐|相、 19(、(Vrl179，8、
自11 十'f~jlLIfぷ，R'万三本;;、コ/メンヤ ール相続(治 1~i:U (:~U()ム午) 219頁

1:男1
対117:1間行、以外の長ノ1::説しJ恨拠とし し白 t()コ牛;ft.f})保険契約においに保険担

一
見

企
郡
廿

品
「

111必|~Lì:j、 ('::1 U . 375) 3i:J 
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引述 L/: ぷつな i)~l主司係刀玄あるもの〉し亡対 1両院係を，t_ ~)えとい I わけで~.O!--な

:.;>.，'思険契約者と保険合受取人l円IJl実宮的経済的な関係に特目して付i!U受託写

に該当づることを認めて ν た U た ζ えi工、受取人m;J:・宏史には、牛前l争Lj、
死阿賦与また:~遺品il と"料ヲベさ会1-!i:C)自iゐ係官と分としての手長官主的経済的な院係

が認めら孔るこしから、 h?::fるとし iうような議論がなさわして'，'たに心、常関

係を情念しとし、でη別交誌の対象となると 1、う議論をすることは、ら、A説から

jY:*11合受ける【iでもあるり、

ふ11百羽干、 ~'i丈イ:;r:+J係とぜて把c正1 る \'i j'母は、 どのような法芹悶係と理解すゐ

かにつき、い〈っか円」ム鳴にううか 11~る， tjfilli河係を保険金詰求権の生前日I~-'Jに

望日似(/)止法処:itこする説 、司、則こ L亡、保険料!のう乃花¥r{.';(J)少なc'1剥有;こ

おいては保険*1の支払という形ての生でなの↑f0":ft't処缶、t あり、，T~_lL{:I~むのよえな

保険ドお νもては、危険以!な科部うfに/円、ては ~~!J史料又I刊，l- v寸形で /)/1'，1叫の↑J治

処分亡あゐが、積JL有15分(.1.粍斗 i与の死悩始ワに等Lい死凶4F出Fにう己、とする13ill、

~~~本 :1討には保険金請，'/格のほ:鱈またはむ婚15寸似の JJ7r 為と角'H るようである

が、?を芯'í~~険につき均台缶、':;-1.て与てる良心 1，) ::0-;あるリ

約者が ~J::r~:z人を指定立すにタじ亡すれば、 ι ，白金おJ、権は相続日 l'立となる下と、

遺子守:こぶり乏取入手指定寸 1i~ば童日'1 となゐこことの十字W!J もあげられるに一川持

〆こ助組.i千和、相続?とヲ;3i)1t:-!22，1弐[島津 自I;J、尚木多与りj・JE宵うjボ f止
め研究 (j限定j 19:_s頁雰

ci :J[;I;;処うjとすゐものとし℃、大森炉、J;: '1主侍~ '， 1; 主.l~{人の{長距J抱位 l 大森忠夫

=三宅 づえ 生命保険与さ治法の諸問題{有斐剤、即日日年】只 :19貝、椅悌二人

lj-aWIワfの民殺l占、史 家校法大系羽J (有を官、:;-河川)28自白等円(]r:'1処分と

「るものとーして、 11':1: ・前 t-~h.t (1) 246頁 加藤水 L 高木・目立掲沖 7) 

:93貝こ字n

吋由理 1 遺産-jj'-'t IJ理 ~~:iO) ゐ付千~，，'ft I試0"j，:家裁}-]'(長H在日号f19き9"五)--12hc 

) J! Iて e 前掲注;1 j 'i民主{ [l'Alljそのものとするごんと l こ、中町敏夫 i第二

告のλめにするfA:!ゐ契約に記ける保険契約者と似険先去ば人 ζの関係J C以来す

slj抱注げ; !i焔頁υ

キi 出，C'判持?土(ひ 106:;良戸

~ r.:: J;;:、誇「叫続に関する ι!の桜内 J トili;:ι大r子d、子会禍 十日記転換f，IJグ)叫と

政治 lt守交問、 2(jりllf:):64!l、、 166足、 H 共円杭杭ノヘ l コ川る ~':'it]・3室pillと

liH耳 ';f減tl請求」九百むな~~ .宣-:i'c:: ，if1伺jf{-.(j2主活情jf ¥:::rヰヰ干山千ァ、主)03

iE) 14日頁

LiJ:Gl :j・37--t.i374



j宣言h 上~，'慨険金三:収入役史苓め<" ~:) 'It，:fヂ|元l係

詳Lくは佼述rωが e1'雪や時うが特)iIJ受持 ittt司力hr<主殺の芹J'~，~ (，.:な斗ので

ふるか九(民903条 1夜、 1031条、このようにメ01:凶関係こしこすli与灼fA1，の生1

処分。允i可贈 !Jに類似の化問処分を認める和果、 Y令くとも 之内気利と特別i

i:l五:キジ〉対象になると与え己ことにな/ひ

2 対価関係の理解

i1) 処分の対象

対;正関係を Yのように町子るかはl円台"引は土に法信七たの肝引グ】河還であ

る (kt{nü:-~l{子治河、法fi'Jうに」る羽7;~官f引責務であるというよ λ なこともあ，)え

なv寸，けではな v哨斗 似険金受淑人金日iの対百関係たる法主主関係ァトlLらJ、のi:t:

，1'行4うじしてなされることは松めてまれであるから、ユ1不の11世去不nfifAEドJ

~1思;' ~ごムグ)よろ，~:法伴関係が形成され亡" 'るかを1';':'-f;(するニとに去る

対11t~司係に-)'"，'，ては、処分の対象が付か。 Eと前処分刀化:-.1、i主主jj'か九九時に、字

、るものとヲるか;~、問題になるいよむうfの社家については、イ抑止?議主権、

積 V金、保Il主手:γの つの考え hがある、まず、保険金7ι主催 ~'r~命科との対比

でV、え(王、 これはHfI曲院もらを保険公詩求f告のよ度という債培議;f{ヘ~1i::ι;;:，か、

保険料二五.f!，jきおの守 交と ν、'!'!2Vt;J1乏型とみるかの間顎であるとの整担がな与

れ f いる Jム

このロにつき、受給??が存在Lていなければ取引h土成立LてU、なし Jレいう上

ろに、 交主主J3の，;，;;cが HíJ抗となっているJ 号 FT には↑責務引 î~~! であり、 主主主Krの

受iF:二問わう j収うが成立するといをるのにあれほ痕松波波訟と肝 jるのが安

~!: L、この基半から、!v長IJ(.: Lて夜訳出j'だけの定期況「たでは債務づ;;:~で

保険利治明言ワの対象でdちり、和il.ti~;分のんきな保険出土、危険保効利市苛は{合

務づ 1 "2:型1'"::，'あるが、庁芸Ü~_険料部分lま俵 1ft譲波きと 9 る説があるおこ

「曽勺 4d約ごある立要はない('--;~l- -Jーベき Fあろう) 111:'‘前ねi二(1) 7fl頁、
必凹.HI~掲 J土( 5，¥ 10;:，:'"，頁c

l 藤正・詩撚iJ;，;)) 13~) 貞、 l41 礼

町出田 "nt品目 ;5):35e、142F
保険I':(者求停のよ思う}'!するも (J)i~ 1，-"， て、

一「の疑問 Jょお頁}

~Lì:j、 ('::1U . 372) 373 
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LかL、ず》えl正、小品UJ:i!i)e t~ につき治者.:0 t'ib;. ーする 11約をよr し tl 十

が事 u-(ニ不亘!J仰を日11与ずるためLニ第一Jまを交法苫とした三いうとき、 買主は

らは不動j註!主主〈欲して ν なし 3が第三者に翁守するた町に.l~\引をしたl訪台や阜

出~: Lて債務1)l'去 Z!;~U 角'，， 1 ぺきとい式/ひか l は疑問予あるれこのγ晶子Tにも完全

〉第 すヂニの対句河係 (1代金民担で!まなくノ、ffi'bj;ci，~P 1+.cη時ヲユ併するこ止は|

分ありうるのにはないか。五はIJとして債務づ ';;:'0であるとまでいうことができ

るのは、要ピJfi古lミなくても JぇFず1が片ら取うやじたとあわ〉といズるj身命に

民約%が前 省のためにすゐ契約で川わりたぶうな場子、ではなう λうかコそ斗

ど〉するム死亡保民だ~-;のラセl引保険のよう会場合に原則 νLて法務ヲそ川と

解するのが妥当じある::::;::'"、えない一とになる

尚人のため仁する止命保険ては、保険裂すむ-r-;.~保険全支収へ変世i権が叫(足メ

才しごいるの泊地下"であり、以仇契約言 ~I~ f;斤 :'6:r '~i3約を 11' .t:1 解約オーることもむき

深放ちi約?守と保険舟受取ヘ伺の h 休11ヲポi 考 ~jJ!1 として、このよろ〉ピ約内

容だけから害保1'1<]にみると、保険金受収人的権利1J斗E常に小1):;主なものである

ことからすれば Hfi両院係;ょ探検明 :t}{)(人が取得する探検明清沢格の保険料歩

安約者が負担ずむ とし 1う陪係ごある〉いうより(土、保険契約者が転出完全出主権

フ
ノ~ . 

を+$中Zするという調係とみる/らが合F主的だと'_，;Jわれるハしたがって、他人のた

めにすると命似均における対川河折、は、 j以IIJとLてiz宏指該波型Tあり、保険

主l山求権0)斯守類':JJ!))9!主うよと併しとよし"l ~もちろんこれは法律行為庁HkO)出

窓であるかっ、f1.1i、泊ヲ;会l応じて保険判恰誌の引受，t.JF釈すふこど は否定さ

れな， .υ 科 :=1羽-;.~.ずる与引，'，がなし d毛台には

と"'うことごめる j

l京目 Jとして上ぷりように併さ札る

(2) 生前処分か死因処分か

11-_ M~:!己ツj か死 r;:司処分かにコい、は、保必ずI 支，l;--'，'('あれば"削処?と:14--えるこ

とにな人う}主た、積¥''主何処分者同念するのであれば手WI処分となろう 1λ

保険企請求権の処分ピプメるとさに、この占は段も問題と在る この点につき、

l なお、'K:iェ龍i(~ I 

4替問。

【 111メ、む(1::.'刊Jt.ナパタ::1珂レ~， j初 号川i付t:::)

J 弘正 副可'1抱け(ひ 106:;良戸

民的4~{き 2 号l.l 9別丘二)1:l日

ι1 Ff， 

LiJ:Gl :j・372)372
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タ 1:，亡時まで~~う者fω{棋院:兜約者が常に処分を j取はでき、穴住l没定ゃ史的苦貸

付々 2f(-こよ)日[?与の巨均物から手IJ託を平受できることかり予三日J処分とする況があ

るG f~i凶可能在化何時，]類似の 方川な押償化沢処分と解。るようじある 1''¥

LうL、同"与省が解消な v、L干IJt+-iすることの℃きる権干IJ1~ 1::， 1]リに博ノEiJ!0['-~処うf
〕たもの〉みる説もあるに¥

死凶史とうrとみる場台、，雪wい1)h:r~ に|対する想定が話u唱されることいならなし ι

かかに:轄になるしJjjl、:， :'4条;ム沈閃贈 i:こっ元法鷺;こ問可るん丸山に 1ft うと /i~

め ó が、遣問，'iO~ )i;:::~I:-? 河寸る規正は死出!日JJ 与，:-"(1活!fJ されな t ' ~解されていゐ

〕かし、これは死凶日日ワカ支持ネj-"::--J) :)、 ti:L~!i; 1J' J，丸山二ノ〉いこ r をi平111' してい

る20 したか勺亡、単割、f 為による死何処分~toi合よる場介には、芳朗心iJ式

J閉するノ:¥t;I.'!こ仁従へと鮮釈すふのが妥当ごあるよ λiJ41われる そ;'jjごと占る

と、現実的には対{耐:ヨノ4を要式じす一るのは妥当ではなく、このとIからは、対日

関係~J.生日リ処分とな干するこル予告ましい「

3 実質論

特別受益、遺留分減殺

ト記では、対イd[T河係に Nli しC:~主舟してきたが、もちろん主民的な結ぶ?の当 JY

も同地になる 持叫ゴ一年等に悶 L て実tUトJ な河迭の所有て少ぷぺ表'i-J) が、1:f~:;賃

金受取人のき主主にf半"保険金市〆'1<主主の処分が特別受誌や J立笠分減殺の対象lな

どのゴご訊がメイ象となるか1=1現ずる設五品であるυ こり"'::二てすき、 宇品るとして、

とししは、保険金石山説、解約ぷ民会官民説、保険料品1‘修il保険金与:ミiがある

これやどう前す。かは川r析関係i'，q'lしてどえる ¥i場主C-， '~- i1:工、理論的に (~t ;~.J 

組関係が〆のようなU3ヤ向性、か「決まるこ tになる、 Fとえば、 :HluL河係が保

険料を支;t..;..I;Lてやるといろ債務A.氾E;!'(巴あれば、保険料の慨が汁象となるぐニ

J 出，C'可'1抱け (ひ 1062氏、 l何日貝

，) 1117-京拘 4工、 1) l8只 保険金交収人の指定・必見によ n、その効力先

生時:二受ほ人か伝漁九r;ii-'.K権取得するとみるのかi出品・刊例ごめゐiJを科目白羽1

40・2・つ民集19t::1岩 頁U
勺 1 よ!人主たよ郎死ι~W~I与二此イニ l 決半;守伴走つ5守宅 1 号 (1:i14:q=j ~~D 民、 Jl2"栄・

債権各:.，.(，J1;: 主主 L岩波書!JJ 、 19~)Î ザ 23TF1

ι JlIぶ 有制問 lγ; 九百l

~Lì:j、 (il{)'371)3í 11701 
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1ιに対 L 亡、対 fホ司係が保険金請〆jぇ柱の処分であ Ll しい)前十主~~C渡型であれば

保険沿請求持の'fQIH有 Jj ゐメ象となり、 ;:;Y{i面的一刻羽か ltl くても相続開始~-~と訴され

ιいることを前売と1るとぷ 十討議同始時には 14政 t 広が)L~牛しておい保険

合l高求堵がよ主倖化 L ているので、守11、 í~~町会事Eが対象となることになる

だnピコtこ!ひへのよ"，な議訟がなされる(まず巳保険金額説の恨j坦と Lて手、の
ようにし ιうものがある三一役泊続人が1王疋相続人的 人を長益苔と ν て![可if:こ

第三 1可のた止の契約と?とと計円安本に斗とる h~I0 -:;'不!ftiA合時へした場介;土、十ふ

ヲすしの箔は不動産ぴ〉↑而領ごめ品。このよ与な市 長の丈めの辺約l土波相耐人が

イ二重)JI手を湾人 L てから作続人(~~官 'J-"9
L

るこ y を有略〕たもグ】とみるこ〆がで

手、したがって、安~的 L:介、!IDirまの 1:-tiJ it有与である 村民 L~I 烹。)苓 I1111 を括討l

R-;]'( するごとかλ考えとも、玲i続時め不動炉↑UJj訟を持馬しの対象とすることが

公平(かなう υ これと f 命保山6t)どを;L較すると千14険，1の給符が↑と企で、ヂ!l1JJ;笠

IOilNが深険-:i'/訟に州当すと{

二のような地出に t寸 L て;立、保険料給粕が泣~~i :íj~減誌等の，~誌になるか、十:.，.~

険令額がノし象になぷか :1汁缶関守ミにおける ít1*~係争正行併するカの河屈であ

り、対的認係iJq示:!;)::;:契約者が保険午i債務の情王寺引受であるならば肘喰科が|ロ;題

どなり、 ιf出場 i;\が保険士請求権の H~況であれば保険た討が同1止とな ο と、う

ゴゴ松があると，二山指抗は T当であろう。対IliJr関係がf、動芹1昔，jとJt校する下と

刀安三~なものごあるか刀、まず出地とな。のてあ令 したj)ぐって、実言言論としては、

持~L ，Ç;~I;(の許 fcrr;を剥続l時(':.-fるこ〆から考え -rも、社続時的不動U.I主1山笹を仔

ち大しのk.;象とする)とが公Tにかそうとし、う局、が意味をもつものといえるこ

なお、保険料誌や柄引~;ルー戻金制説の恨.rf~ として、被 +J絞人心〕出JH という在日 i，

から諭にられることがある p すなわち、 iぇ喰判説からは、保険科が波相杭への

財話的IJII1R.，('あゐミされ平解約返]完全容1説かえは、死亡在日ITに被壮jf軍人が

l' i: 1 言之助加藤水桁「文);"~!i注釈民í1、(:~ね拡訂版J

45~~ 口 L咋 1:1 享執筆)，

l有斐問、白川;年〉

三 ilJ".前掲f、 : 1 i前只、 i'，-ij-;;，多 ~.)j 1--，1をj売の市等とJヰ烹市'11法 j 片.!， ~>t 久

=森j今日;-~続 現代紅会とf立法子の動向 i、(有古関、 1992年、 H7fL

幻市大 山，Hど?+(2イ; ，1/1:1円、引TR なお、山ト・山指呼 (l)おりJ去へ

.:li 擦 H~ . -~íJ裡注( ~， i 日;i9頁、

27柳川時 ) I本出続法刊;0Uー 午it:主主さl山、 1918イ::).:1968.、岩山定次 l村
別与:，~手句、の持戻について河内大学II 学首長1:)-;8 4 = 5 = 6 ~J- d!-) (ì4年ノ 2()~:jH ，

LiJ:Gl :j・370)37つ
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!疋約 ~'}~J;L-(正Z烹金を取何L、これを相続~，j-Jm に伐何付しめえ/-(，.:も院わら

「これをしないまま死じーそ九 Lこよってそ限人穴る栴続人力、伊λ免 J~ ，~言求権を

'[i(i与したのだから、解約iFiI存のi;Rlうご杭恒続人の出引があったものとみること

刀できるとされるお まか、保険ノυ源説への批判として、保険 ι は保険契約者

たる被初続人の1-1¥招ではな v、といわれることがまるfリ{

しi;-1.__、この」うととデ:;"CU汗日lこi+:日よることが;正当かどうかも、 fP"片、 ρJ~ffir~1 

師、のE甲府に1，[-)c 対↑mí閃 17f:とがiA11有全話~，、作の移記、であるならば、出干与}よ保険余話

求棒となゐ もちろん J恥険全11ij荒梓心師自台芸どう汗日1るかは問辺lーなりつるカ、

討(曲刊が十【;完ロJ であるなら，1:1，拐の~:;イ叫として保険余訴が託当 3一ることに止と〉

i品目r-5::-:問討?に対する安'Ci自むな批判;としては、結lι多者1す古る、保険ぐとな収
への H;-~護ノ人ける l(，と ν ミつ\;，-集約されるようじ 14、むわる J ヌ-~仁、保険料日、i 仁

対7る実史的なttァ]としてiよ、次のことがいわれるい契約字以I刀4ら咋;除手l位発

生までのE日間がIqし1緑台をt寸Tす;j~ (王、ジ、l司相続人間の実質問公中をはかると

U う本来の抱「4 に乃はしな'，'にもし相~'i::1芳l始[泣 i 年内:こ土払ったものだけに

lii.hEするとほとん ζ 居味?)，'むし 'J'i 'í~~1演会僚は多額であぷのにM~__て保険料iょ

小 :~:， :...t ぎない I 的余) '1向値がない山山さら l 解約;1反:;L:~j;:[~払ニ対する批干lj ): 

L て、約論結から f;FJV{~限充生までの;目|刊が短い場合を組足 tれ 1;( 、共同相続

人間の天白川公 fをはかるとし，")立茶山お口に合致しないいしかも、保険料J

り悦領となることが与えられるといわれゐみ

結局、保険金湖特 J止多 F ぎるが、保険判m俳誌~ ，;!I~3L干の訊では .J、さ t さふ k

つ20頁、久貴菅、以 生命保険金請.，人権の相続性ー特別受者会出 ) ReJfι)69口(l9出
:{;.'.) 9白、:D ~~ 

4 近蒸火 lfl相続ljjfτ 弘文主害房、 1938-"'1勺 11:;1夜、夕、E-前j司iJ:，1こn
20良

2d JL、速 神J苦汁 (l6)273 目、乙78-.8、同記子 '/I:.~ì 保開..主請求権 τ 相続の関係」

\*~ー苅報7;'宗 [(J-.-.-.-.] Jぢ ~. ; ~160年) 1ワコ吾、 151頁、久貴宅前掲注〈ワ7) J!)頁

内 1吋j五.H掲ι-i-=却)152tl、T必!羊 :n-.ed引を^元求j告の民:王903条的特
別Jよ荷主につし;マ」河内大学il学FZuf土.42ち::i= 4 ~-J- (1992年 点内員、 829司A

3.l夕、貴行if-l弓l土 (27)19t1:口

九7 向担，百ijj号注 (29)1:;2頁、藤111.百"~弓注 ;:)，1 1066頁

呆3幻 I凶刈f京i=i:-己£一掲Y止上 (ぼ2ω日出];'i兄つE自当、 TJJ朕k， 占諸3掲 i止上 {は(::l(ハ1リ) 丹叩白、 ιi刊}円干隠 「丘命{保
険五.fLとf軒4引別l'立2去益正'遺情う分J減r殺之JJ，，/人，-.;け十
3以4 久貰 可有有J抑持何 lは;!'，γ/μ，.引叩(η)頃頁、 前弓 古計守j許科L衿，}'i花主 :臼~，頁

~Lì:j、 ('::1U <369) 3G9 11721 
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いうこ γ であり、てのこ Fかん修了F保険金積説が，iJ1=を集約ごい43kいえ工う

ffよ思険イ?害R~)~~\土、保険長引 Ji 土 ;-j~じ吋までにずヘぃ込んだ保険外額。J保険料f1:~

徐に対する割合を保険金1~~:'こ乗じた官民合弁T敦子泊三寸るものずある 修 11保険金

伝説のH~燃としては、もう l もさぞ何人や宍 IriJ相紙人.)ジ)l~:~ 平幸ィ与やγいこ~: i'){ 

あ(-yり:lL-r '"、るお

このよ λ~，: 1~~'-'r;U ，_~~益や遣111 幻滅私的介l 象 Iこなる l ーとを認めると，~，(、その令

1iFやとつF押するかについて 寸わりの九ぃ九日前令導くにとが就!〆いーと 4，;↑七

まって議論(土5fI蒜して"'る なお、特lづ7万j主主主仁ついては、彼間続人のな也

を尊iF~9L ;，0という枝川によLι 、 1定相読人の tL8、F:.不による長 ~Lの ):~i町、(氏引)3

条 3J瓦)を内用して柔'W~ ~"':桝釈するという \r}~会刀り j ノ):こ T_i;lえさオしているこまた、

ι~ては問。、の長 1↓17むJがない場合J;ム然不のg141表部:'f:'f):~ 1，，(、 fヨfヨ:í~該支寸苧? 

実にお;け)る泳々な要烹を与[愚章Lて免|除玲の忍，忠巴表;不;三三がある

向附1するしい与ア泌手で、相続人問の街中をはか令こども考えレコ;j~ごいる :31i

! 2_~ 相続債権者との関係

花枕債権者〉の司係で保険金治ぷ維が-2引::[j-illiにな令か片し寸 Igjlillは 守命

保険;こは遺族をizi立すι布'~能があることはita止さ 1';~ て tλる日われゐが、相続

債権1Eこの関係r-牛命保険円近折、保護の機能争どのような形で認めるトとい 7
出迎てwある この「戸っき、音作財産にならな}という弘前l土比較法的にも共

屈している kの指羽がなさ1しごU、心人この占か人7れl工、レ hあえず丈 ~1Uj

(':;，三枝続{号待15の責tL財夜とはし古いとする)とが結当な解決であろうー
以トUコぷうな議論状日え苛誌として、;1¥:二、対価関係:二則じて考χ るアソ n

7つら Ll、場守に、遣計によどJ宮町人変日正の|続C')九，jCC関係はどのようにど元ら

れるか、社g主f古1霊干干しの関係、特l月受話学宇と rl)院係江とのように!拝されるかを

¥r，同J..d.同日li1招d土 l判) 15:~頁、九士電関前?日ィエロ7j 20頁、千擦・日11招注 ':30)

8:28口。

33J111J本 e 前悶;>i: (24; 4033民、 7藤 守す掲 ~t (30)自主頁J王た、 "T・前崎

)~. (1】弘主 なお、 J 藤nて判jJL' t己止~J122巻(i5) (2(約年I9140良ごは、

被布続人の色、E、の昨重にいう相L口かむよ生定心者やそ取ノ、に d片定L12売fTiこ;之、

源問として特日1]受話(~ ~よることをふたナるとしべJi..:'島が弓之されて L 、る I

討さ L三反政 'f~荷/子三i!ll八円法的地位(， 7 .:jじ，法1ë;110~8 号(， 10031 1'; i 182 

3奇以下U

r ~'ì3 LiJ:Gl :j・3(8)3GS
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険討r-，z) 

遺言による受取人変更の際の対価関係

jg 石 iこよ~~受取へ変更に -)1，'-c>手.+1困問係に引Lて考えゐニきに問題 Lなりう
るのは、封筒関係を手2:~処分とみるか '1 己処分と外るかであろう これは、遺

日によ h な fλ、仮設H~ 汁する~r::，ti、友不による受取人/生~(j)均今l士対!日院院を

盟

保険イヤl材荒格等0)/1'，I叫処分J与える"場;べr フ己さ l、J宣コ仁よる支何人交史

ぴ〕場合も同様に考えるか〉うかレし hろ~で司E互になる}深F主計に討するロ思<<

4による公取人的交史0)際iこち花氏i処J>とと 1るのであれば、買っによる;号取
人合計iグ)場企も死凶YE凶分と考えるとし 1にとで防法はないであ九う J

以役者に討する7.:~正人変史の効JJ1詮'1.;十'J\ ついては、 t::.~-、去不が咋除者に到i

法 J たとき l 、混~:~Ú) 交 f51時点 l 逃(て ~j]力が生ンる l保険4:)条 3 Jfl) 

による '1X， 人交出の効力がとドじるのは、 1t ， f じ〕効jJ 先牛 e~与すなわ iノ保険受約百一

死亡時である〔民985条 項J このよ Jにそ:J[K人変更の効力?と生;e計上、保険首

にtJ.tる意思去示にぷるか泣己lぷるかできそなっているハもちろん、受取人当

史的効力)~:S::. U-~ì はあくまで受取人変史山体内効力の ~~_~Jせであ円、刈批判ijlにお

ける;Li-=P:行為山効力発t 時とは引の問販Tある たとえば、保険契約者が牛請

に保険金凶求権ゼポlラサ之契約少官官給し、 その夜行イトコ量百にぷる叉取人変~O)

;誌で:(:'"')こ〉は珂言iしつιはあり'):() このどき、対fJ関係であふ強勺提訴'J~主生

出口
?
t
R
 

コÎnt']与であるが、.~".ti\~_ 人交史は契約 J3U)死亡時 l 効 }J を:'1じと。

有封、uコぷう l二、対価院係をどのぷうに併する刀、:ょJ、伴れおのM-釈の河建じあ

?;，.ぞの Eつな問山と じて 種々の j(~~- ~素手 i;' ，:_~宣:/<-;つ解釈すること lなる そ

まず 対温調係が生口.j 処句、か花凶処分かで、符~iJ:j受話干相続債握手~. (:の

lE係において結論としてどのようヨi主 u 市UI じるう討を砕認 i と。 ~+:5:J'--1 誌にE全

斗1 るかとうかについ、:ょ 追!?』であれば村内に関係なイ、特 \)11'づよ~;l-- となる

死同処J!;j f 宣昭 Lいして吸われると:ずると、 52罰処分もじヒ~}K 問われ特別是主主

，内七

，、

となることになる}生前日目守については、婚姻も υf、は養子緑姐の丹治も、

:;;::/I.G+-グ〉資本とし¥.n開与であれば、特別立訴こ士る(民日V3条lJ良)，-，計的

資本としとの則ヲか〈うか(主 役I山仁l土広 J併さ 11ている羽l なじ、特別うと益

Iml 

ちろ谷 II~ 久貴~fi1 .お ;-r:!~正 ~)(R{L .:~'n (有もL問、 19的年 228l'l:r有地¥'1

~Lì:j、 (il{)'3b7)3G7
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JなむR贈営う古か込〉ドj うカか込は 相相j柑杭t財虚の前段L，I--♂みら1れしノ}括コ元かミμう治かミ走 1京主滋 1:L 

ζf祐目綜続i人|山間目刊Jの衡ドを考崩し亡刈ドJ されるべさであるとさ1札L亡いる3尺cつ生吋笥l日町貯川P川汚'{与

も却 J川:日川lリl と，-て?特45別1可受叶とご会=ると j ると、 J夫際r--.:ま牛言~l!首 I-i ずも;;j滑にも特守I;~:;';::

主主になることにな!人この 1守では還し :i'jになL

jg留うう減殺f-='/)l ， -c土、 jg~冒 /3.1::び十~続開始前の 1 年間 t こした拾うは j;l'-~ と

ノユる u'-'C 1030条・ 1031条にたた L、特別!主主主グ〕ん象と仕る日 ，与(こは、この」
うなKil問t'l限lょっとい(、民1044条による削ヨ毛(!)I生IγJ)- また、うよ沼J:hi昨主計一おけ

る町長芹;{よ寸立国'，1())  1-去でHf与1'.'ノき減殺される (h:1D33条た泊って、lJ:S関

係を生前~分》みるレきには、その時期点、社絞市立ちの l 午よりわjであれば追留

jj'"減殺の対象にはならな v ことになる。また、売'j~1:;.1'減殺の対象になるj会イャも、

辺日l占iJ)下えで減殺されること lなる

Jうて(相続↑主権者.!-.::))ド主将につし 1てみておく。':.r1リ処分であれば、不gfi財産で

はな/なるのご、相続10:キ在朽の頁{工財トイとは主:ら三し、j~)糸口』完封}干になるかど

う7l、は十に相続人が:;J~~~'j!ìくE11 をしたと主に川忠になると:ろ、 124ノ丘小、訟を L た

場合、限定71"-必省lよ相続f主権省に弁済)た誌でなければ、受選缶 Jご1ri声合する

こ}ができなし、 (E¥?;0:ilた1，相続涜住者上れ もたにそ辺者lこjfi行した:場合には、

以定;早認さは相続債権認に桜芦を U~償する長 f1 を白う U'\.9:34 -:i為 1 Jl\ん L たが〔
.， 
L 般的Jこは e 追贈であオLば対象となった財産!z相続'tF為者の責任財産とな

るといえる バ!百三司係必死凶処分で島むとみて、保険合に e')しミて)，このね話"を

認める税ちあζ

しかし、この点については、!思険寸下l詰求権を保険合交収入り変史!こぶって':;Z

;r，人:二取得させた場合には J'f!;とが認布ーは主任ルiミわないとの指いがなされ(

v ミ '?;-!ü 寸なわち、仮険年約者が~~~険た i;H-~y::t'tç 与や透閉じ式場汗に、|限定7主三11 告は

社j続倍権タより沿 jL( 受3277t こ 'jfi/r してはなわな、川つであるが、 FZ演会~:~>f、権

:二校十9fM，一人 fこる伝説o/!R-;; 蓄の?為によっ七新'-1以人:こ帰h~ しているのぞあ，)、

相続債権Fにお受取人が慢先ヨノうことにな〉、にま与が、 こrしは限定ぷ E円が

弁済Ll.給与去ではなく、被千E杭人0)行為の結呆であゐ 7)込ら、限定承認者治杭2

¥，"i治責任を白うこ〆はな¥' 1り}このよ:， 1こみれば、相続債権者レ乃院係で:二、

ち9 ク千1[=)-、出(編・前J札主 1，:)討):2ニピ〉貝 [有地l
-l!l 山ト ヮなJ苦汁 (.l)7WR。
，"ノ~f;て・七j揖注(日) (-i()育({:拝逗需生，IHごj棋につしAU

-1~ 弘正 副可IJ抱け(ひ 10'i2良戸

LiJ:Gl :j・3oG，i3G6
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支十円関係が化問処分であろう正斗百iJ0!:旬、であろう去、結論的にlctゎt，なv、こ

とになゐ、

このように牛計処分とみるか允i可処j}とみるかは、 iJFiJ分減殺のけ象bこごとる

かJうかでi宝'， 'Vもたらしうる。特別号主主l'，ノし てU:，''1:.1旧民'(守でも基弘前に

はl1f5.]:j受話の対象tなる〉宇ゐ之、追いは生じな、三柑r主主寺権者との調係では、

上μ己的解釈によれば、 i主vミ;二争 l.j'c 

以仁す'";z~ f!tUこ J3 持つ勺、 i立日によ二J て受取人ぜ反したと誌の対切司有y~ ~おけ

7"法伊羽咋(土刊か;~~ "!i える… tj;j述のように理論的('-~ \土、保|寝具約~が!:'.Ijリド，;と

取人(:EI;(iワ判長りを結託し、その桜1Jを迄百;ぷる保険余受取人σ)税吏 Lしう形

で行うここはありえるこ Lかし、実際には湾772{正日IJ;こ時与契約が約結さ札亡

いゐといえるような?とは毛わめてまオI，"Cあろう なお、そもそも退百lよる

:;i: ct{人主:史の場ι:t~ ら「、 i吋不的;ニ仏-抗~，;:取人 Jレ σ〉何で目首弓;Y'3約が締結 3

t'ているレいえるよう三刻字主，'，咋な場合をお、い亡、保険主そ毛皮人変更とはりりの同

時、女川、がなされにおり、 j~~r 問!;*が4干三万立されているという三とはJ話相J;';0である

ことは台定できないじれL釘関係"j']しおて法律珂係か佼念することはできな v と

の凡解が恨強いのもそのrめとあろう j しかし、前:者の受誌をrミユ化計る

ためには保険契約者 τ の|智係守何んかの法司不足14lが必シどであり、法司 '~I"千 1凸と

ラて:~!らかの IJ、律河係f/形成され1ν るものとみるとし 3 うごとであるし

i量百による í~-~~命令乏取人0) '~f 史以外には、 i保f果利1日|険没 Jぶ三Uil山h〆j

f女九示 bは土なさ 1札しご L 、ない f き lι一、対 1悩山阿 1係ぷをいへ Pρ了7肝~l 宇るニ カがミ合J~初ゲtあ~)1ろうう

か， J育つをてがか:'1に音思表示を解釈寸るのであるかり、保険た"古求栴の処分

もi以昔とししなされ三いると併するのがA然であるといえよう 44 保険金詰:k

体的作手'hぎはl日J号取人であ己かt-，、桐杭QJ!c立に属しない靖子Jの選出というこJ

になるυ

置， ，によって J号取人を交更した場介内対自1，;1+1、が況はIJとして死|刈処うFである
と奇ふ乙、前述のよう L 、xE円こはなく係議J〆， 1主'J'4ふι3去刀、によッこ
人を変史しト場行(1)対↑耐 I~H~(止原口 :J として '1 山処うfであると崩ずる"場を》ゐ

l二ずる〆、 立百かそうでないかで遺留分減殺打対象にノシるかとうかのレころで

涜."'7'ドごてえ与る 潰ア?に」るかど λかでよのふろな罪いが1:じるよとは妥当

2 たとえば、 1ふ 戸川持;:1 (3日')91宍問、

111下旬有限LL ょ) :~自民 υ

~Lì:j、 ('::1 U . 365) 3C; 11701 
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であろづかー

遺留分の制度が舟絞人山内公ドをはかるものであり、以王立の対象となる1jJ，1

につい、，U贈と恒続長]始前 1-t' :;~ 0)贈 1)とl~r いることから1 れば、 ，:W世に」

?;三月正人rjL、見の療の}j↑而Ilti主千戸内処うrとみることう色白タ人であるので;ちれば、

j~沼分減絞め吉で扱し Iが安なゐ二 ι!主当然とし Iえようはむしろ保読者l 五rFどj

脊巴表示じよる <~ll;(人交史の出ミグバマ側関係を 前処うjとみるにことが主主かとう

かの1Jが閃轄とつとるかもじれないへいずれに仁三も i昌弘J分減殺につえ J'il2::.-哨y

すじるこ i 巨体 l土 1:;~>E 8"J J土問担ではなし 3といえよっ一

N 判例の枠組みによる構成

ここでu明iJMo)村一祁λに， ηλλ えで、同引乏王立ヤ)úJ$~.j-減設の問題にッき、

?~，百:よ J ご受取へを号変更したこレが lぇ吹されるかどうかを杭，，1 す令刊行IÍJ:述の

よう)こ、 ;:IJ例(工、 I内接的(，':: ~立、保険金百百点ゃいま保険制約者グ)相続制定ではない

こと、実質的にも保険契約告の~蛍であっとと :J> えな L ことうム和論者ト導い

てい令ハもっ〉も、でもそも保険そ-3ji~音と保険全受取人間じわj ろかのγi、f十関係

かあるといろこと U体を;yめず、保険令請求権のi正有梓ザ1'.7)、ム結論を撞くもの

か、対制11潟七千における il~~:主関係は認めたうえで、その ;Lí.:n:潟泊、辻氏以、103ょ条や

.l+~d、 903条 1 取にいう Ell守等ではないとするものかは2正かではないη たこ ;_U:、

対自関係 L汀習勺類似の市青可処分の上うなiXW関係を在日立L、本末ゲあれば、

lーの法律l有料にピリL'(、 1、j別交え等i該当するかどうかを、山由r-9-るj古来、引W

'~i: ~:rについていえば、相続人の 人ふj;-::主主受取人と Lたとえに、生計の資斗

としての同"与であれば、特，~IJ'_;:1i去に議当ョるのが庶民IJ となるとこの、 !バtlJザピ

l玉、対{山関係にこのごζλ な口、作間保があるこしは認めもがム、保現金託ぷ権江

保険契利話かるのノ予4川正何?はな/、また、保険金請求併が実!2i自主に保|託契約

討の財片に罵，(いたも (j;とはい去ないという作賞かム、 :C，間関係と〕〆、 1I同'j

契約があろうとも原則と J て特別是主寺には談斗〕ないと:判附したものとjυ笠

づりることもありえ!:，;)'k

なお、 1与引J'~'而t¥，こて)¥..-、て;正、 iすI111I関係が涜時"C'品れLlf!→jJi)乏長に当たる乙と

[， 111本.H掲)-:.;;，:7) 8_~- [1;;ド友信ゴメ/;.，、将津市? 刊号t 法協1?:;長

9 ~J' (20~)6年) 192~:;頁以下し
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には刊垣はないが、特別受詩，-当 f.-;:> l-{_7 巨拾う;土、婚ij~ ま f-(手交了禄継のため

しつ日"与、主引の資ヰと Lての思"与である L民9U3条 1Jf¥}口また、生前日11与が特

別P子保に当たるかとうかは花波山 j註の請はしといえるかとうかから司自lすると

もいわれてしる L たがうー亡、)，;↑而阿if，v!l，川告;lj}~ ふる場介にl土、 '1川処うf

がなされ 7いるこ tは号めながらこれの要件を持たさないものと僻するこ2

もありえるc ただし、相続則芦;IC)Híjìrn:しではない何ーとしてあげられる-~:!苅一向 l二

扶荒義務のほ「といえる 4 弓な上場今とあり .;.G、本4と的;こ滑 l-jずあるも 0';u;うち

特足Ij主え i なる宇巴 1引委:~:\ノ己する工うな機能はもた洩れていなしよ守である J ま

と、l'ロドヮft本として乃胞7に当たるがどうかも n::':咋には広!l'汗されぐいる

ようである Iご 己心ような均月!i/;、 lコするこ、保険令請求権を処0t~~た j詩子Tiこは

中川としc1寺山Jて¥1::i;;iT" ;t; =ヨオる τとじなる J

これに対して、 c/1 計C)"P:木(~ L て」 k いろ要作!ーよ"積極的立 dと :bf~ をも λ、

寸ょうい Lている児所もみられる、特に、保険セ:約者が第 有を俣説得f受取人

と寸る14JfTJ二、特別 J受益l二該当寸るかどうかを閉じ共寸るものと〆て、 1--"中古丁の

資本と[ご」の l必刊ヰ HIしゐるものがある 1:， このような併釈によると、主主 首

のえめ l 守る f~:お契約において、保険契約者こ保険金受取人河内指ワ類似の処

う?と tλ うぶろなi去倖円近lb0をlfiめだろえで、ケで引受主正には当たムないといλ1押収

が少な¥こも形式刊には容易になる。問題は とと討の資本こして」のノ"'子会ど

のように併するか、 1なわろ斗ーI:IU同lうとありなから特5小芝主主には当たらないと

Fふ要件のi斗主去をゾ(乃 ζつなもの1--:--;-;;:)功、明あ心 :!i も!，"も、辿吾l上品受

取人変史がそされた均合 (.=;.i 、 k，j~rri関係を遣同!と併するのが台理的でdみるとす

£とこれらの要千丁にぷッ ζ1寺i:;:J受ぬに当たらなゾ 4とするffi刊はcd.な;なる
しわがって、川1市羽保存認め丈う止で特明15:盆 Pはないといつような解釈ふヲ

るのであれば、「生討しつ資本ょして の肝 :W~(_いうよ iJi之、より 校的な符JJIj

;交E託等心の〕世胡柿ri号といつと

退t梢手守f竹九フ丸dよ、必依L殺にお， ~、;は立 l左牛←円討十ぴの〉貸本と l〆て 4 という梨f件↓;はよな vミなめ 退伴引Ii分f 

，，; ，，1 Ff行 I--lf続分0)主主主J 京以王、よ系¥1・前十Ht主 lぷ 289出}
"クト11 久民編.l引iJj品仕 (3::<1228}'-{ [右地ト

4前 朝礼↑士号う'十ヨ続Jノ9 lt存2収 1 リJ、正常、り削)5平).:();=j頁、 得ttr・前掲d二

l日ワ6町、

円品評・古~Jぶ一 、4:)1 19~6f士t!土、被相続人 lこ相続分の前 i:主しの意思があった

か(，'かこいう基半とする

~Lì:j、 ('::1 U . 362) 3G3 1171/ I 
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成11でも而禄の辞釈を l草こう Jする劫合には、 μ 計の資本」の要件(;):i喧えない

以 l'':'は、まず符別交法Jついて検"了する 1

判叫がi了間関係たる il、非問 171 を認めたつえ c特日lノチ~と公ることを l止日 J とし

-c rl"ilミヲどJものかこうかは明九かではないが小、イーのような理解/J'i可花でめさJ

二少も"在かであろ]，そもそも深険41約者以外の芸:青を保険jL受取人2:-j-どj

l;jlJ貴男J市J を %---':':t~ のためにずる契約て7めるとはイ立置っけないび〕であれば九jU"CCあ

るが 第三手?のためにする契約であると構成するのむあれば、不が1'1のー紋的

なJ!j!骨よからすれば、品川而問j，!'，;おける法17:+)係委託め、 その J去律問係l'口;ャご

将日l 受拾に当たるか νλ 去を判r よると l 寸前 t;'，~が也tJj"(' ある 5 、また、仮に

~-t{;勺 WF不における法律iおいを認めないとし L も、特別立散かとうかは共志的;こ

は被玲 i殺人がjg;!-~ または"思ワをしたかどうかで軒町メれるのてやあり、第一朽の

んめにするら-険契約という形であれば常に特別会えに汁 F らな~" :.:: '9るより

は、持i.+:i続人とる保険1b4約者;'~-呆険-:í'/受取へのfl，f+~を c'í'ú曲するニとに仇"、特

別J受託に当た之かどうかを判断?るのがう号~でj;，るといえよろ。そうすると、

仮に法律関係として ]J:;;;開係における保険令請求格の処分は必めないこ lて

も、対的認f卒、をヲ三日約Lこ祥F寸 Fω こ〉 lーより特別受持:ー当/乙るかとうかを判断

する)どがU当初であ"、 との;リ刊の中研l土Hft曲院も:s"~ ，~:.. j;，しλ てとのような託律問

f，f，を認めるかとはこんど「μ1ピになるよう iこ思わt】るペすなわち、いす引にし

'" I弁1dア 件批 l 成16年 l主民 Pi~ 呈 \:ω4ヂデ) 630司は、そもそも対的関係

とi，_-c ~!Sf~1治会話ぷ慌の也去のようなは、律関係(よ 7)められないと寸る J

.，1 1白人の介めにする':命保山世史約奇治 者の丈めに t，;;!慢約どは持ふさないす

上告もある c と万L、Z こでは生廿保険史料)1)効果J-'， Lては保険契約者が保険金

l 主求梓を収得し、:;rS全'"交!I~人 i土保険契約占の処)~行為により í~~&J ~，í::: 高 "'1普を

感版取得1ると醇千三才 'Cν るようずある 長iiR反 fi:~ ;-~:-*険金受収入の没、Eトv

k 俳論王~C:'I¥;【1989年 n良、，'，'，可い IfUi、のため:ーする正命保治契約J ，王手:
研究66tt12 号 (100:~洋 91 頁、鈴ポ、圭〆て 他人のため:ずる'1会肘喰契約の川、

n~続五1l 院する 77犠 j 法学政治学論究31号(19同年):)51頁}そうであると
寸れば、相主TC債権者この|別品、軒YJiJ')説、 i青イ1i!jjとの|判係に f3L'ては、れこ内ー
のためにする契約とみた弓えで対↑uli院↑ム(こ河]1"，て解釈するすJおと芯+:;}0には同

様の与え Uチc:j-ì:~) ことになろう。

マ ァラ〆スでは7:';↑向河係を独"の()J:十ι克係止して首足立「るこ〆はないが、宍

賀市;ニ対1曲闘将にAμ しつつ、第 与のためにする却炉JJ伎の法的ゲi良子〉向山県

としに処辺され亡いることにつき、藤出 前J弓;i:_(:i) 104? 'fi 0 

LiJ:Gl :j・3(2)3G2
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てもぬ合取引的な見おからち作 者のずめにすω保険喫約をめと千IJ杏司保守;町

撃するこ乞が22当であるといえよう c

ここではめど判例/i:J;， ると。前訟のように、 I I.i祈~;:Tと建的には、保険金詰求

十主;ょ{~:険契約省の祝It財産ではないこど、実質的にも探険契約者の訂産であっ

たよはいえなし、こ tか l、計訟を 7，，+'，'亡し、る}保険金詰 R也は付1流刻いごはない

ことは、保険立、<~ll;(人が巨11 的権利として11;(i手4るものであることか九導かれ

るしまた、支質的にも保険371利ずの財洋であてJたといえないことは、保険会話

求格 l土、手Î'.I\'v白話ぴ〉苓ZC Il:宇 l 初めて発 ~I ずるものであり、保険契約i2-01:[，い 4

1 だ深抜料:-~予価グ】河係にiつものとは士く、総保険者の稼働詑力;代わる給

付でちないーとかりに守かれ亡いる」実 i玉古jにみると、重要なのは{ぇ命ノ¥子会求権

はi民泊料と等旬ごはな¥、 1#I戎能刀，.'1とれるものでもないとしう ~\"Cあの"

対日!判官の制とまからすれば、 ;(Jirtl1'*J係 ~I~Æ治まド fょ賭守であ r ても、後相続へ

，J"; ¥実質的なj ぶ1¥レ第 干干のそ正常が土手恒 rは三いJ話会(-~;.止、 l反f;ljiごしと特日Ij

3正面)こ当たらなし 2とい久村制みのよろにみえる}

このような悼託みの壬ifUょ!i:Jこして、仮にお1刊が瓦質的にはこのようなflJl';:

枠組み\-~ .\'/ってい φ とするよ♂、午:~;3iJ受話かとうか;いう !gJ是互につき、受取人ノ主

史がl貴言L よけなされJ かどうかは闘将ないことになる~こで、遺言J より

乏 'I~ 人変ターした場合、典主ム (1;):.こは、じLJノ財庄の;江贈と合わせと1:1[，人変史1LI:

百でな Lたよ与な場合に、保険金は特別立::Il止にならなし叫に透析;O$，れ3j1↑;σ)財

件 ~:t~'，f. 8:j受需になるレす1.) }、引相夜人のt，j:.S"l，kJぇ宇るので!エないかレの福引誌

がなされて， ，る山。そこで、明日l芝公判定にお u、亡、ほ相続人ク)青t:[:'、はどのよ

うなE味会もつか争確認する必要がある A 手引受話出il;1誌が談社j続人グJ，言尽にJ2

<'fく出J)主ーではなL、の℃あれi工、このようなこと はヰ十に口~:iJになゐこと℃はなし、

〉いえゐ~-)ま:)、遺言，..上"深険金受取ヘがち主更された場合、!日! の追日

で遺精されたはのお庄は特別完封になり、保険金涼は1)として特別立:託いはIJ::

らず、そt:が被占将人的!:of忠 iこは7-¥';/<i tごいこにても問誌なしこと lなる

特3:) 支江市:1:えにういては、比較法的('-~1-1 ---'7i:-i-;:.手基づくもの!ゲルマシ r土ド

基づくものという 2つ乃腿吉を異bこ「る iJ:これが£り、 l'本法!Jlr1lf1iグ】炭素を受

l寸 マI去のなi票しは後相続人:J~判ぐらク)とされ ("t、るようである一 オなわ九、

!土浦てF を、:;.~辛仁取税うに注'，'な L とい 1 被河続人 Cì 世、思の;住 t則仁基礎チオ二くも

，-':j I! 1下 オ主将J出(- 33日日

~Lì:j、 ('::1U <361) 3G 11801 
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のであり ゲルマン;-，1、の持烹Lは、削減分の間投しに当 P るものを川統:#:が:1干

なに考!草 L二人れるものとき札る口そして、 H 耳、の1日間は fí;~ さの必;t;を受け継ぐ

ものであって、持更し(立、 f自の)1，::円相続人との不J-81:主?を詞盆1るために相続分

。引;ペ!，/.品者:去す'も )'1'1'1賦与ある'd土i宣旨"存もって、 4土，l<l. ;;;>認めるのう、
被花続人の.FJI.いも合致Fるとの抗現ljに出来するものとされJLiu 

このよ λに被侶続人引脊円、とし，0!t:主主と沼~S: ')j"の泊夜 L を誠称することによ

る花続人聞の公 l'としう要25があるとすると、ここむ間開になるのは、支出と

主主主が等何でないという足素2妓相続への苦t;I，I..."台3J::LなL とし 3 守泣素安ドの

ょう!こ街 ~'-1 とかであるハおそらく、支!日とそ芥がTt:正ではないことは、その

ようなどえJ;が妥当かどうかは別こして、"，8私的J の，~:J;'々 L に当たるものこ〆て

汗告することが地OiJではな:..'という安素として{口同つけられるのであろう

こで、お別会主主ではないとγるこ τヵ被相続人の志位に反 Tるとして、相続分

，r;jiii'芝Lかシうかと"'う古J 素土後相混入内申ヴ、というな'.素をシのよう (~1街皐ず

之】かが明記となるに

-)jCワ民烹とげでお同lするのは安当ではないであろろから、判何の枠組C!"~二

沿う]f;でいえば、町日]と〕ごお号 J受需にな1.)ことを否定しつつ、~，);J肢の千i刊行一

お、、て担えが符へ灯(:è，，'l~~ を考(起するというこ lセがあ 1 よら;;~ただし、民民の規

1こからは、相続分の前波、と認められる場合に、被相続人の意思!こょっと持反

〆ゎ)，;J ~kζl ないことができるここは明らかであるが (1(9:)3長 :3 JHj、相続うJ、

の日j湾L は認められな、寸話合い ~~:Z 同流入の己、尽に上つじ 待~Lの主1'~~(i-. -J-~) 

'.-とが妥当かとうかは明らかでは':;~ '0そもそも相続財産三はき止問係であると

すれば、それを設は続人の玄思によ，て持民しの対象と jることは王手前ザJにお

か L い E うにもみえる一 :.;H 、保険 j日刊%{~;- ['-~ (之、ぞモそも知関係と しうも

のではなく た1.1¥，~受弓が等 J正「はなし、かり、 l廿涜分の前渡し J~ 干 lûL一「るこ t

が長さえではな u 、と"う詳117:1の間約ずあるとみれば、被十9fMc.人のうま目、を!加えて~~

終[円:こじ下イ而することは、ノジ、なくとも rlf~布。'J¥ーありヌないというものどはなか人

ハ
ノ

追口により保預金受取人全没五するム|下j' j に、他の E~ 此のュ三砲もしれるよ

うなJ品i'iには、被沿紙人山寺尽かわすオしぱ、 命保険:;j;:，~)伎の則m::も fT わせ亡

川ゾI'-Ir 久貴繍。前掲;-); (.38) つ108以ト

-，'，待半・有限LL (4~)) 1926貝ベ

[品i

地L
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日L'立の配分を考!e':L亡い，fJよ考えるのが合図的であ7，うハそっ Tふh、f りあ

えず生命保険金b付i!U受託として考えるーことが安当であλうc ただし、他の!tt

ぜもと主命保険主もfrわセ ι則位の自biを考f与して νちるとはいえるとし ιも、て

。で、特に;訂正人には多摂の ~J- Jt主チヲ去ると しう主、思であることはもちろん

ありうゐ c ての場合には持乏しの免除が認められていゐニニゥ.;:~ L-Cち 計話

此には計出1;:託に当たらノユいとみるべ六にある ~~-(三役相続人の意思ク)鮮明-i. 0)

問問とあり、ただ、特L保険全";~~~\人に多潮グ〉財仲合つえると U う立守がある

}はいえず、 '1命保険 dふも花統計産的行T怖γII11えるこ 2が手足相続への立つ、ド迫

うであろ λJ~合には、それを :;-~G~の事情として考桜子るべきとあるう(

なお、特7'}IJ'乏付におい亡被拾がr人の烹J1号、をある干，(度叩重守るべ♂であること

は特\JU'Z!，~ 市:j;~~令材、の防法t あり、遺言(よるそ収人をえの埼今(のA被相続

人の E 忠配慮すべきと v 斗こじではなし、。!宣ニによられ :>ii~Þ5~者;対する足、

ti支~(ぶってそ取人をを更した場合でも 1法相続人の明 E、 μ合致し亡" '三いと

U う:とはあけうるたカ"仁、泣((による r7.~浪人変坦を特別扱いするとい

うことではなく 一般的(，被栴続人の志忠に向l金、するここがJ、白むある 遺言

「なくぐも、午.l'31J妥おれこ〕ないこ片カ神E刊続人の意思:一合わないとし lえる場合

には符伐の事情を認めt-特lサIj受託ーするべきで為る また、注に、土記のよう

に、泣，--1による J主JW人夜更であ":)-~も、特別交誌としな l 、ごと 7)

，~，に合致することももちろんありうるのであっと、匂:のような場合 i は原口I~:i[t 

り特)JU"乏弓でほなし J レす 4J こ k で問題 :c~. ないじ

な品、判刊~Iま農村うJ減税につし Aては、 ;;>J段ク)与引/j'~二 J る例外なしに、 j費~m うj

減殺の対象になる F とや百乞L.Cいるコ込信分減殺iz救出f主人{ワ意思h ふる出t

主ではないことからすると，、渡相託人的皇、忠ヲト4'¥，音、γるかとうかJv 、う，~で

l玉、<;~きJ品J 分;，:&殺と符iH受誌で yf があノふことは合同院なもの〉いえよろ日

平成 lG年決たは、符段の官官を、不公平が民法リu:~ 来のた主旨い 1;:1 ~':") ;__、到底

是認すゐここかできない;1どに若しいもりと許価トミさ事枯 ζ し、 さのrCli;，ノう

〉ムとして、 fYI;日全 0) 湖、 f以 Ij~:全グ〉傾のJこWO)総績に対する汁:布、 I c"J 肝心布州、

被;¥，r:続人(})介J主主;に，t-Jする民献のlEjい Aなとの保険金三収入とめる叶絞人ノはび
他的共同相何人ど椛相批人ヒの l司係、各芥:f- 下主人 C) f['， i市 '-fft~'1]， (})円者恨の事仙そ総

合考]'，!:-i:~9L;，0としてい Q

υ 1-1→ I:I~JJU時‘間判'i-:: (?，，3) ，'1-1/18.以;

取得半有限LL (4~)ノ 1928貝ベ

~Lì:j、 ('::1 U <3:)9)ふ"J

[，十'!II判。
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